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　水木しげるさんの漫
画作品には様々な妖怪
や精霊が登場するのは
誰もが承知のことです
が、アイヌの人々だけ
で生活をしていた時代
には、不思議な力を
持った妖怪が北海道を
はじめ、樺太、千島列
島中に沢山住んでいました。北海道で有名なのはケナ
シウナルペ（kenas 木原、unarpe　おばさん）で、普通
は髪の毛がぼさぼさの老婆の姿をしているそうです。
山の中にキノコや薪が持っていけと言わんばかりに山
盛りにして置いてあるとき、それを頂いてしまうと、
美女の姿で現れ、その人間の命を奪うと言われていま
す。ケナシウナルペと夫婦であるとも言われるキムナイ
ヌ（kim 山手、un にいる、aynu 人、山男）という大
男の人食い妖怪もいます。人を食うとされるにもかか
わらず、キムナイヌは血が大嫌いです。古傷を見せて
説明するだけで脱兎のごとく逃げ出すそうです。山中
で突風が吹き、木の枝が折れ、葉が乱舞するのはこの
妖怪が近くにいる証拠です。運悪く出会った時には、
妖怪の好物の煙草を「どうぞ吸ってください」と言っ
て置くと危害を加えられることはありません。この妖
怪はキムナイヌという名前を呼ばれることを嫌がり、
キムンアチャポ（kim 山手、un にいる、acapo 叔

お

父
じ

さん）
という親しみのある名前のほうを好みます。
　日本の妖怪と同じ種類のものの一つに河

か っ ぱ

童がいます。
アイヌ語ではミントゥチ（日本語みずちの移入語）と
呼ばれ、7～ 8歳の男の子の姿をしているそうです。
特徴的なのは、足が内側にひどく曲がっていることで
す。頭にお皿があるのは日本の河童と同じで、このお
皿に水が入っていると馬鹿力で馬でも人でも水に引き
ずり込んでしまいます。また、言葉を話すこともでき
るので、人間の村に遊びにくることもありますが、時
には悪さもします。あるとき、親が数日間も出かけて
いて、留守番をしていた女の子のところにミントゥチ

が訪ねてきて遊ぼうと
誘います。一度誘いに
応じて、遊ぶと次の日
もその次の日もやって
来ました。女の子はさ
すがに様子がおかしい
と気づき、火の神をは
じめ家中の神に祈った
ところ夢を見ました。

夢の中で神様は、河原に行って丁度お尻にはまる大き
さの石を拾ってきて、ミントゥチが来てもその石の上
に座って動かないようにと女の子に教えました。女の
子が神様に言われたように、河原から拾ってきた石の
上に座っていると、またミントゥチがやってきました。
実はミントゥチは生き物の内臓、特に腸が大好物で、
女の子のそれを食べようと狙っていたのでした。しか
し、石に邪魔されて女の子には手出しできず、ミントゥ
チは逃げてゆきました。
　一方で、ミントゥチが人間を助けたという話もあり
ます。ある男の子は母が亡くなり、父も病気のため、
独りで家族を養っていました。ある時、誰かに呼ばれ
て振り向くと大きな鹿が倒れていました。これはミン
トゥチが健

けな

気
げ

に働く男の子に感心して食料を置いたと
いうことです。男の子もイナウを供えてミントゥチに
感謝したところ、その後も同じ場所を通るたびに食料
が置いてありました。
　アイヌの人々の生活は多くの神々に囲まれていただ
けでなく、そこには妖怪のように、神でも人間でもな
いものたちもいました。神々やこのような目に見えな
い様々な精霊たちとの関連性のうえに成り立っていた
生活というのはお伽

とぎ

話
ばなし

のように聞こえますが、アイヌ
民族にとっては正に現実だったと言えます。科学を絶
対視し、目に見えるものの存在だけを認め、見えない
ものへの怖れや神への敬意を忘れた現代の私たちの暮
らしと比べると、ずいぶんと多様性に富んだ生活では
ないでしょうか。
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